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―
―
朝
６
時
。「
ボ
ー
ッ
」

と
い
う
船
の
汽
笛
が
、
静
か

な
島
内
に
響
き
渡
る
。
爽
や

か
な
海
風
を
求
め
て
散
歩
に

出
か
け
る
と
、
港
に
ど
っ
し

り
と
鎮
座
す
る
、
赤
い
水
玉

模
様
の
か
ぼ
ち
ゃ
に
出
く
わ

す
。
近
く
に
は
ユ
ニ
ー
ク
で

魅
力
的
な
形
を
し
た
椅
子
が

並
び
、
つ
い
つ
い
座
っ
て
し

ま
う
。
港
か
ら
砂
浜
の
方
へ

歩
を
進
め
る
と
、
道
中
に
カ

ラ
フ
ル
な
オ
ブ
ジ
ェ
や
、
白

く
美
し
い
幾
何
学
的
な
形
の

美
術
作
品
が
並
び
建
ち
、
つ

い
つ
い
立
ち
止
ま
っ
て
眺
め

て
し
ま
う
―
―
。

　

私
の
住
む
、
こ
こ
香
川
県

直
島
は
、
ア
ー
ト
の
島
と
し

て
有
名
だ
。
島
内
を
歩
け
ば

た
く
さ
ん
の
ア
ー
ト
に
出
会

う
こ
と
が
で
き
る
。
ク
ロ
ー

ド
・
モ
ネ
の
絵
が
楽
し
め
る

地
中
美
術
館
に
は
、
連
日
海

外
か
ら
た
く
さ
ん
の
観
光
客

が
訪
れ
る
。
一
方
で
、
山
の

方
へ
目
を
移
す
と
、
巨
大
な

機
械
や
装
置
が
建
ち
並
ぶ
工

業
地
帯
へ
と
、
島
は
が
ら
り

と
そ
の
表
情
を
変
え
る
。
な

か
で
も
ひ
と
き
わ
重
厚
な
存

在
感
を
放
つ
の
が
、
銅
製
錬

所
だ
。
廃
棄
物
関
連
で
直
島

と
言
え
ば
、
わ
が
国
最
大
と

言
わ
れ
た
、
豊
島
有
害
産
業

廃
棄
物
不
法
投
棄
事
件
で
、

廃
棄
物
を
処
理
し
た
地
と
し

て
も
有
名
で
あ
る
。

　

豊
島
は
、
直
島
か
ら
船
で

20
分
程
の
距
離
に
あ
る
。
先

日
、
豊
島
の
不
法
投
棄
跡
地

へ
赴
き
、
当
時
事
件
に
直
接

関
わ
っ
て
い
た
方
の
お
話
を

伺
っ
た
。
廃
棄
物
の
撤
去
を

求
め
る
住
民
運
動
に
身
を
投

じ
、
事
業
者
、
行
政
と
闘
っ

た
記
録
を
聞
く
と
、
現
状
の

ご
み
行
政
に
、
資
本
主
義
の

経
済
構
造
に
、「
こ
の
ま
ま

で
い
い
の
か
？
」
と
い
う
疑

問
が
生
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
誠
に
僭
越

な
が
ら
、
連
載
初
回
と
い
う

こ
と
で
、
少
し
だ
け
私
の
背

景
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
環
境
問
題
へ
の
関
心

は
、
リ
オ
で
開
催
さ
れ
た
環

境
サ
ミ
ッ
ト
で
、
当
時
12
歳

の
少
女
が
環
境
問
題
の
重
大

性
を
訴
え
た
ス
ピ
ー
チ
を
記

し
た
本
、「
あ
な
た
が
世
界

を
変
え
る
日
」
を
読
ん
だ
こ

と
に
始
ま
る
。
子
供
心
な
が

ら
、
衝
撃
と
焦
り
、「
環
境

問
題
を
な
ん
と
か
せ
ね
ば
」

と
い
う
使
命
感
を
感
じ
た
。

就
職
活
動
の
時
に
環
境
Ｎ
Ｇ

Ｏ
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た

が
、
資
本
主
義
の
世
の
中
、

ま
ず
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ば
ね

ば
と
、
食
品
メ
ー
カ
ー
へ
入

社
し
た
。
研
究
開
発
職
を
経

て
、南
米
の
国
で
約
１
年
間
、

コ
ー
ヒ
ー
農
家
の
方
と
協
業

す
る
機
会
を
得
た
。
暮
ら
し

た
村
で
は
自
分
の
手
で
鶏
を

捌
き
、
ア
マ
ゾ
ン
川
に
潜
っ

て
魚
を
捕
っ
て
食
べ
た
。
自

然
と
共
存
す
る
原
始
的
な
生

活
を
し
て
い
る
か
ら
か
、
現

地
の
人
は
自
然
を
敬
い
、
感

謝
し
て
い
た
。
滞
在
中
、
あ

る
人
が
言
っ
た
「
土
か
ら
も

ら
っ
た
も
の
は
、
全
て
土
へ

還
す
の
が
道
理
だ
」
と
い
う

言
葉
に
ハ
ッ
と
す
る
。

　

日
本
で
研
究
開
発
し
て
い

た
際
、
最
優
先
し
て
い
た
の

は
「
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
」
と

「
価
格
」
で
あ
っ
た
。
自
然

や
人
権
に
配
慮
し
た
原
料
を

使
う
こ
と
よ
り
も
、「
お
客

様
は
お
金
を
払
っ
て
く
れ
る

の
か
？
」
が
重
視
さ
れ
た
。

企
業
の
第
一
使
命
は
お
金
を

稼
ぐ
こ
と
と
頭
で
理
解
し
つ

つ
、「
本
当
に
そ
れ
で
い
い

の
か
、
何
か
根
本
か
ら
変
え

る
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
想
い
が
悶
々
と
頭
を

巡
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
メ
ー

カ
ー
（
動
脈
産
業
）
で
は
な

く
、
静
脈
産
業
へ
移
り
た
い

と
思
い
立
ち
、現
在
に
至
る
。

　

世
界
規
模
で
起
き
る
気
候

変
動
、
資
源
枯
渇
等
の
課
題

に
直
面
す
る
中
で
、
リ
サ
イ

ク
ル
、
資
源
循
環
分
野
へ
の

期
待
は
日
に
日
に
高
ま
っ
て

い
る
。
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
へ
の
転
換
は
必
須
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
活

動
そ
の
も
の
の
在
り
方
が
、

今
、
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
流
れ
の
中
、
静
脈
産

業
は
今
後
、
新
た
な
市
場
を

創
造
し
経
済
を
牽
引
し
て
い

く
主
役
と
な
る
だ
ろ
う
。
本

ス
コ
ー
プ
３
の
カ
テ
ゴ
リ
５
、12
は
廃
棄
物
の
算
定
項
目

ア
ー
ト
と
製
錬
と
不
法
投
棄
の
歴
史
を
身
近
に
感
じ
て

経
済
活
動
の
在
り
方
が
今
、問
わ
れ
て
い
る

資
源
循
環

資
源
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

彌や
な
が永

冴さ
え
こ子
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回
収
拠
点
に
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て

お
く
す
り
シ
ー
ト
を
回
収

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ケ
ミ
カ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
拡
大
目
指
す

キ
リ
ン
が
Ａ
Ｅ
Ｐ
Ｗ
と
メ
デ
ィ
ア
意
見
交
換
会

（1） 協議会設立発表会が行われた

ＣＬＯＭＡ会員企業と神戸市

乳酸菌飲料容器の再資源化へ
連携協定を締結

連
載
で
は
、
製
錬
所
と
ア
ー

ト
と
、
産
業
廃
棄
物
不
法
投

棄
事
件
の
歴
史
を
身
近
に
感

じ
る
、
こ
こ
直
島
か
ら
、
動

脈
産
業
と
静
脈
産
業
両
方
で

の
経
験
を
生
か
し
、
静
脈
産

業
の
現
在
地
と
未
来
に
つ
い

て
深
掘
り
し
て
い
く
。

告
。
キ
リ
ン
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
ボ
ト
ル
to
ボ
ト
ル
リ
サ
イ

ク
ル
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
循

環
に
つ
い
て
溝
内
氏
は
、「
グ

ル
ー
プ
で
使
用
す
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
う
ち
90
〜
95
％
程

度
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
占
め

て
お
り
、
キ
リ
ン
に
お
け
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
循
環
経
済

を
作
る
＝
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

い
か
に
循
環
経
済
を
作
る
か

と
い
う
こ
と
に
集
約
さ
れ

る
。
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

を
商
業
化
さ
せ
、
そ
の
比
率

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
わ

れ
わ
れ
の
役
割
だ
」
と
話
し

た
。

　

国
際
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の

Ａ
ｌ
ｌ
ｉ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
to
Ｅ

ｎ
ｄ
Ｐ
ｌ
ａ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
Ｗ

ａ
ｓ
ｔ
ｅ（
廃
棄
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
無
く
す
国
際
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
、
Ａ
Ｅ
Ｐ
Ｗ
、
本
部
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
の
シ
ニ
ア

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
が
、
世
界

の
会
員
企
業
の
代
表
団
と
と

も
に
９
月
に
来
日
。
こ
れ
に

際
し
Ａ
Ｅ
Ｐ
Ｗ
に
加
盟
す
る

キ
リ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

は
８
日
、
キ
リ
ン
横
浜
工
場

で
、Ａ
Ｅ
Ｐ
Ｗ
の
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
＆
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
フ
ェ

ア
ー
ズ
担
当
バ
イ
ス
プ
レ
ジ

デ
ン
ト
の
ア
リ
ソ
ン
・
リ
ム

氏
、
キ
リ
ン
常
務
執
行
役
員

の
溝
内
良
輔
氏
ら
と
メ
デ
ィ

ア
関
係
者
に
よ
る
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
循
環
に
関
す
る

意
見
交
換
会
を
実
施
し
た
。

　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削
減

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
の
環

境
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
状
況
の
中
、
Ａ
Ｅ
Ｐ

Ｗ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
関
わ
る

70
以
上
の
企
業
・
団
体
と
と

も
に
、
世
界
各
国
で
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
支
援
な
ど
を
通

じ
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

日
本
か
ら
は
、
キ
リ
ン
な
ど

５
社
が
会
員
企
業
と
し
て
参

画
し
て
い
る
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
Ａ
Ｅ

Ｐ
Ｗ
か
ら
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
た
課
題
解
決
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
企
業
の
協
働
に
よ
る

持
続
可
能
な
資
源
循
環
実
現

の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
報

中
古
品
の
売
買
か
ら
廃
棄
ま

で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
実
現

し
て
い
る
。

　

サ
イ
ク
ラ
ー
ズ
デ
ザ
イ
ン

部
門
で
は
、
ト
ラ
イ
シ
ク
ル

を
通
じ
て
入
荷
し
た
家
具

に
、
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
家

具
本
来
の
味
は
生
か
し
つ

つ
、
新
た
な
価
値
を
与
え
る

こ
と
に
よ
り
、
大
量
生
産
型

の
家
具
と
は
ま
た
一
味
違
う

ユ
ニ
ー
ク
な
Ｒ
ｅ
：
Ｍ
Ａ
Ｋ

Ｅ
家
具
を
提
供
す
る
。
同
社

で
は
、
こ
の
夏
、
武
蔵
野
美

術
大
学
か
ら
、
Ｒ
ｅ
：
Ｍ
Ａ

Ｋ
Ｅ
家
具
の
デ
ザ
イ
ン
制
作

か
ら
販
売
を
実
習
す
る
イ
ン

タ
ー
ン
生
の
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

同
社
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
イ
ン

タ
ー
ン
生
が
制
作
し
た
Ｒ

ｅ
：
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
家
具
（
収
納

家
具
、雑
貨
な
ど
）
の
展
示
・

販
売
が
、
同
大
学
の
協
力
を

得
て
、
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

内
で
行
わ
れ
た
。

武
蔵
野
美
大
で「
Ｒ
ｅ
：
Ｍ
Ａ

Ｋ
Ｅ
家
具
」販
売
イ
ベ
ン
ト

サ
イ
ク
ラ
ー
ズ

　

サ
イ
ク
ラ
ー
ズ
（
東
京
都

大
田
区
）
は
、
廃
棄
予
定
の

家
具
を
デ
ザ
イ
ン
の
力
に

よ
っ
て
、
家
具
本
来
の
美
し

さ
を
そ
の
ま
ま
に
、
近
年
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
寄
り

添
っ
た
リ
メ
イ
ク
家
具
造
り

を
通
じ
、
モ
ノ
の
価
値
を
蘇

ら
せ
る「
Ｒ
ｅ
：
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ（
リ

メ
イ
ク
）
家
具
」
の
制
作
販

売
を
行
う
。
今
月
９
、
10
日

に
は
武
蔵
野
美
術
大
学
市
ヶ

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京
都
新

宿
区
）
で
、
初
の
展
示
・
販

売
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
会
社
の
ト
ラ
イ

シ
ク
ル
（
東
京
都
品
川
区
）

で
は
、Ｂ
to
Ｂ
で
リ
ユ
ー
ス
、

リ
メ
イ
ク
、
リ
フ
ァ
ー
ビ
ッ

シ
ュ
、
リ
ペ
ア
の
取
引
を
実

現
す
る
企
業
向
け
フ
リ
マ

サ
ー
ビ
ス
「
Ｒ
ｅ
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ

（
リ
サ
コ
）」を
開
発
運
用
し
、

　

ク
リ
ー
ン
・
オ
ー
シ
ャ
ン
・

マ
テ
リ
ア
ル
・
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
（
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ａ
）
会
員
企

業
と
神
戸
市
は
こ
の
ほ
ど
、

ポ
リ
ス
チ
レ
ン
素
材
の
乳
酸

菌
飲
料
容
器
の
回
収
・
再
資

源
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り

組
み
を
進
め
る
た
め
、
連
携

協
定
を
締
結
し
た
。
Ｃ
Ｌ
Ｏ

Ｍ
Ａ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
あ

る
同
市
で
は
、
利
用
目
的
を

明
確
に
定
め
た
上
で
リ
サ
イ

ク
ル
に
適
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
品
目
別
に
集
め
る
こ
と

で
、
よ
り
効
率
的
か
つ
高
品

質
な
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る

「
ま
わ
り
続
け
る
リ
サ
イ
ク

ル
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
同
市
と
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ａ
会

員
企
業
８
社
（
ヤ
ク
ル
ト
本

社
、
日
清
食
品
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
、ｄ
ｉ
ｇ
ｇ
ｌ
ｕ
ｅ
、

ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
ジ
ェ
ネ
ッ

ツ
、
Ｄ
Ｉ
Ｃ
、
Ｐ
Ｓ
ジ
ャ
パ

ン
、
大
塚
包
装
工
業
、
ア
ミ

タ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
と

の
業
界
横
断
の
取
り
組
み
と

な
る
。

　

連
携
内
容
は
、
①
神
戸
市

民
が
排
出
す
る
ポ
リ
ス
チ
レ

ン
素
材
の
乳
酸
菌
飲
料
容
器

の
回
収
・
運
搬
・
輸
送
・
再

資
源
化
（
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ

イ
ク
ル
加
工
）
ス
キ
ー
ム
構

築
の
実
現
に
関
す
る
こ
と
②

市
民
参
加
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

地
域
の
活
性
化
や
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
関
す
る
こ
と

③
そ
の
他
持
続
的
な
街
づ
く

り
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
―

―
と
な
っ
て
い
る
。

　

乳
酸
菌
飲
料
容
器
の
再
資

源
化
に
向
け
た
取
り
組
み
で

は
今
月
か
ら
、
ふ
た
ば
資
源

回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
長
田

区
）
お
よ
び
あ
づ
ま
資
源
回

収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
中
央
区
）

に
乳
酸
菌
飲
料
容
器
の
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
期
間

限
定
で
使
用
済
み
乳
酸
菌
飲

料
容
器
の
回
収
を
行
う
。

　

回
収
し
た
乳
酸
菌
飲
料
容

器
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ａ
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
活
動
で
、

「
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル

加
工
・
製
品
化
」
の
技
術
実

証
に
使
用
さ
れ
、
使
用
済
み

乳
酸
菌
飲
料
容
器
の
回
収
方

法
の
確
立
や
再
源
化
の
検
討

に
活
用
さ
れ
る
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ａ
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
循
環
の
未
来
像

を
通
し
て
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
問
題
の
解
決
を
目
指

し
て
お
り
、
国
や
自
治
体
、

生
活
者
な
ど
と
連
携
し
た
社

会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
基
本

と
し
て
活
動
を
展
開
。
８
月

29
日
現
在
で
会
員
５
０
３
社

･

団
体
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
22

団
体･

自
治
体
が
参
加
し
て

い
る
。

　

Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
（
東
京
都
千
代
田
区
）
は
、
農
業
協
同
組
合
、
製
造
企
業
、

金
融
機
関
な
ど
の
多
数
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
参
画
を
得
て
、「
バ
イ
オ
ス
テ
ィ

ミ
ュ
ラ
ン
ト
活
用
に
よ
る
脱
炭
素
地
域
づ
く
り
協
議
会
（
Ｅ
ｃ
ｏ
―
Ｌ
Ａ
Ｂ
）」
を
設

立
、
７
日
に
都
内
で
設
立
総
会
お
よ
び
発
表
会
を
開
催
し
た
。
同
協
議
会
は
、
農
業
産

地
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
の
適
切
な
活
用
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
の
促
進
を
目
指
し
て
い
く
。バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ

ラ
ン
ト
は
、
政
府
の
戦
略
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
農
業
生
産
資
材
で
あ
り
、
植
物
本
来

の
機
能
を
引
き
出
す
こ
と
で
環
境
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
さ
せ
る
特
徴
を
持
ち
、
収
量
や
品

質
の
向
上
効
果
で
注
目
さ
れ
て
い
る
新
し
い
農
業
資
材
。
収
量
や
品
質
の
効
果
が
見
込

め
る
た
め
、
化
学
肥
料
の
使
用
量
低
減
を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

近
年
温
暖
化
や
異
常
気
象

に
対
し
、
農
作
物
の
被
害
が

甚
大
で
あ
り
、
気
候
変
動
に

影
響
さ
れ
な
い
栽
培
技
術
の

確
立
と
、
環
境
と
調
和
の
と

れ
た
農
法
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
食
料
生
産
を
支
え
る
化

学
肥
料
・
化
学
農
薬
は
、
農

作
物
の
適
し
た
環
境
に
短
期

間
で
整
備
で
き
る
た
め
栽
培

に
欠
か
せ
な
い
が
、
一
方
で

温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
す
る

要
因
で
も
あ
る
た
め
、
使
用

量
の
低
減
・
適
正
化
の
取
り

組
み
が
必
要
不
可
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
世
界
情
勢
の

影
響
を
受
け
て
肥
料
価
格
が

高
騰
し
て
い
る
た
め
、
輸
入

い
、
食
品
残
渣
を
活
用
し
た

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト

の
社
会
実
装
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
設
立
さ
れ
た
。
３
つ

の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
か
ら

構
成
さ
れ
て
お
り
、「
食
品

残
渣
Ｂ
Ｓ
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
」
は
食
品
残
渣
型
バ
イ

オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
の
開

発
と
普
及
に
よ
っ
て
、
食
品

ロ
ス
削
減
と
再
資
源
化
を
促

進
。「
Ｂ
Ｓ
栽
培
検
証
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
は
、各
地
域
・

各
品
目
に
お
け
る
バ
イ
オ
ス

テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
の
栽
培
技

術
を
確
立
し
、「
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
も

と
づ
く
環
境
保
全
型
農
業
を

目
指
す
。「
炭
素
ク
レ
ジ
ッ

ト
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
は
、

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト

を
活
用
し
た
農
業
産
地
や
生

産
者
が
、
炭
素
ク
レ
ジ
ッ
ト

を
受
け
取
れ
る
仕
組
み
を
整

備
す
る
。

　

協
議
会
代
表
を
務
め
る
Ａ

Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
の
中

道
貴
也
代
表
取
締
役
は
、「
当

社
は
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ

ン
ト
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン

パ
ニ
ー
と
し
て
我
が
国
の
普

及
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
当
社
の

特
許
技
術
を
用
い
、
食
品
残

渣
由
来
の
バ
イ
オ
ス
テ
ィ

ミ
ュ
ラ
ン
ト
開
発
や
、
作
用

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
明
さ
れ
た

安
全
で
信
頼
で
き
る
資
材
の

利
用
推
進
、
栽
培
活
動
が
生

産
者
の
所
得
向
上
に
つ
な
が

る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
、

農
業
界
に
貢
献
し
て
い
く
」

と
し
て
い
る
。

の
化
学
肥
料
に
多
く
を
頼
る

日
本
の
農
業
産
地
で
は
、
化

学
肥
料
の
使
用
量
を
低
減
し

な
が
ら
生
産
量
を
維
持
す
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
政
府

は
、
農
業
の
持
続
的
発
展
と

地
球
環
境
の
両
立
に
向
け

て
、
21
年
５
月
に
「
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を

策
定
し
た
。
同
戦
略
で
は
、

具
体
的
な
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ

ラ
ン
ト
の
活
用
を
挙
げ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
食
品
残
渣

を
原
料
と
し
て
開
発
さ
れ
た

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン

ト
（
残
渣
型
バ
イ
オ
ス
テ
ィ

ミ
ュ
ラ
ン
ト
）
は
、
フ
ー
ド

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
食
品

廃
棄
問
題
を
解
決
し
な
が

ら
、
農
業
生
産
量
の
拡
大
や

化
学
肥
料
の
使
用
量
低
減
に

寄
与
で
き
る
た
め
、
脱
炭
素

社
会
の
実
現
と
、
環
境
保
全

型
農
業
の
実
現
が
両
立
で
き

る
生
産
技
術
と
な
っ
て
い

る
。

　

Ｅ
ｃ
ｏ
―
Ｌ
Ａ
Ｂ
で
は
、

日
本
の
農
業
産
地
が
バ
イ
オ

ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
を
活
用

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行

Ｒ
ｅ
：
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
家
具
の

展
示
・
販
売
が
行
わ
れ
た

残渣型バイオスティミュラントで環境保全を推進
ＡＧＲＩ ＳＭＩＬＥなど、「脱炭素地域づくり協議会」設立

Ｒｅ：ＭＡＫＥ家具の
展示・販売が行われた

ＡＥＰＷのアリソン・リム氏（左から２番
目）、キリンの溝内良輔氏（同３番目）ら
の出席による意見交換会が行われた

タジリ

比重差、風力、振動テーブルにより嵩張る廃棄物を
選別します。重量物、軽量物、残渣と一台の装置で
選別するため人件費の削減にもつながります。RPF
製造設備の前処理としても使われます。

ホッピングセパレーター
建設系廃棄物選別機

マイティクラッシャー
油圧式破砕機

●RPF（固形燃料）製造プラント
●焼却前処理破砕プラント

●破砕選別プラント
●缶・ビン選別プラント

●産業廃棄物資源化プラント
●木質バイオマス燃料製造プラント

タジリの各種再資源化プラント
●各種リサイクルプラント

循環型社会の創造に取り組むお客様のニーズに対し、
技術と誠意でサポートさせて頂きます。

バイトロータースマートウッドチッパー
一軸式破砕機移動式・木材破砕機

プラスチック、紙類等の軟質系から木材等の硬
質系廃棄物を効率よく破砕します。スクリーンを
交換する事により粒度調整が可能。破砕室スラ
イドゲートを開放する事で刃物交換が容易に出
来る事や異物が簡単に排出できます。

原木（間伐材）から数センチメートル角の切削チップ
製造します。スマートウッドチッパーをトラックで山林
内に運び、原木（間伐材）から切削チップを製造す
ることで、原木（間伐材）の搬出コストを抑えることが
できます。

可燃性の粗大ゴミを効率よく粗破砕する装置。破砕刃
付きのカートリッジ式シャフト2本が正転・逆転しながら
200ミリ～300ミリ角前後のサイズに効率よく破砕。破
砕ローターは低速回転で運転する為、振動、騒音が少
なく、設置場所の選定が容易。

　　　　 （〒　　　－　　　　　）
ご住所　　　　　　都道　　　　　　　市区
　　　　　　　　　府県　　　　　　　町村
会社名
団体名

お電話番号　（　　　　）　　　　－

部　購入します

所属・
お名前

E-mail

環境新聞社
●お申込みいただいた後、請求書を発送いたします。商品は入金確認後に発送いたします。
●ご記入いただいた連絡先へ弊社から各種案内をお送りする場合がございます。

ご購入申し込み書（下記にご記入のうえ、ファックスにてご注文ください）販売課　FAX.03-5369-4858

新刊

内　容

循環経済を先取りする企業の挑戦

建設廃棄物革命
循環経済を先取りする企業の挑戦

　サーキュラーエコノミー、カーボンニュートラル、生物多様性――。産業界に押し寄
せる新しい時代の荒波は、サプライチェーンである廃棄物処理業界を直撃する勢い
だ。それに適応する処理業者は生き残り、できない業者は消えゆく、厳しい「選別され
る時代」が到来しようとしている。厳しい時代を生き抜き、さらにビジネスチャンスに
どう結びつけるか。それに応えるのが本書だ。建設廃棄物処理のリーディングカンパ
ニーである「高俊興業」「大幸グループ」「成友興業」「西日本アチューマットクリー
ン」が、新しい時代にどう立ち向っているかを紹介。廃棄物処理業界はもとより、建設
業に携わる企業にとっても必読の一冊。

杉本　裕明　著

建設廃棄物革命

【発行】環境新聞社
【体裁】四六判、３５７頁
【定価】２,２００円
　　　　（本体2,000円＋税、送料別）

第一章　熱海市土石流災害はなぜ起きた
第二章　地方を狙いさまよい歩く残土
第三章　建設廃棄物、残土の法制化の展開と課題
第四章　混合廃棄物の高精度選別に賭ける高俊興業
第五章　技術開発進め、処理業から製造業に進化する大幸グループ

第六章　汚染土を利用可能な土に生き返らせる成友興業
第七章　汚泥のリサイクルから埋め立てまで一貫処理体制　
　　　　西日本アチューマットクリーン
第八章　認証制度で本物のリサイクルを進める
第九章　循環経済の担い手は廃棄物処理業者である




